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行財政改革･大都市制度調査特別委員会 
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財 務 部 財 政 課
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令和3年度国の施策及び予算に関する提案(通称｢白本｣)について 

◆ 配付資料

資料１ : ｢白本｣提案項目 

資料２ : ｢白本｣提案項目の前年度からの変更点 

資料３ : ｢白本｣提案事項詳細説明 

資料４ : ｢白本｣提案活動フローチャート 

依頼文 : 国の施策及び予算に関する提案について 



1 真の分権型社会の実現のための国・地方間の税源配分の是正 1 真の分権型社会の実現のための国・地方間の税源配分の是正

2 大都市税源の拡充強化 2 大都市税源の拡充強化

3 国庫補助負担金の改革 3 国庫補助負担金の改革

4
地方固有の財源である地方交付税の必要額の確保と
臨時財政対策債の廃止

4
地方固有の財源である地方交付税の必要額の確保と
臨時財政対策債の廃止

5 多様な大都市制度の早期実現 5 多様な大都市制度の早期実現

6 子ども・子育て支援の充実 6 子ども・子育て支援の充実

7 「ＧＩＧＡスクール構想」実現に向けた制度の充実 7 インフラ施設の長寿命化対策

8 インフラ施設の長寿命化対策 8 学校における働き方改革の推進

9 子育て家庭等の経済的負担の軽減措置や子どもの貧困対策 9 医療保険制度の抜本的改革及び国民健康保険財政の確立

10 医療保険制度の抜本的改革及び国民健康保険財政の確立 10 義務教育施設等の整備促進

11 介護保険制度の円滑な実施 11 子育て家庭等の経済的負担の軽減措置や子どもの貧困対策

12 学校における働き方改革の推進 12 介護保険制度の見直しと財政措置の拡充

13 義務教育施設等の整備促進 13 下水道施設の改築への国費負担の継続及び国土強靱化のための財源の確保

14 下水道事業における国土強靱化等のための財源の確保 14 福祉・保健・医療人材確保の施策の充実

15 生活保護の更なる適正化及び生活困窮者支援に対する財政措置 15 生活保護の更なる適正化及び生活困窮者支援に対する財政措置

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止と
社会経済活動維持の両立に向けた対応

＜税財政･大都市制度関係＞

＜個別行政分野関係＞

｢白本｣提案項目

＜個別行政分野関係＞

＜税財政･大都市制度関係＞

令和3年度提案項目 令和2年度提案項目

＜新型コロナウイルス感染症関係＞

資料１



1 真の分権型社会の実現のための国・地方間の税源配分の是正

2 大都市税源の拡充強化

3 国庫補助負担金の改革

4
地方固有の財源である地方交付税の必要額の確保と
臨時財政対策債の廃止

5 多様な大都市制度の早期実現

6 子ども・子育て支援の充実

7 「ＧＩＧＡスクール構想」実現に向けた制度の充実

8 インフラ施設の長寿命化対策

9 子育て家庭等の経済的負担の軽減措置や子どもの貧困対策

10 医療保険制度の抜本的改革及び国民健康保険財政の確立

11 介護保険制度の円滑な実施

12 学校における働き方改革の推進

13 義務教育施設等の整備促進

14 下水道事業における国土強靱化等のための財源の確保

15 生活保護の更なる適正化及び生活困窮者支援に対する財政措置

継続

継続

継続

継続

介護従事者の確保・定着に必要な対策を講ずることを追加

継続

事業採択時期の早期化を図ることを追加

＜個別行政分野関係＞ <前年度からの変更点など>

放課後児童クラブ等の運営費について、施設を確保・維持するため
の賃借料負担への財政措置の充実を図ることを追加

新たな提案項目

包括的な民間委託といった新たな事業手法の導入の情報提供等を行
うことを追加

継続

継続

継続

継続

継続

｢白本｣提案項目の前年度からの変更点

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止と
社会経済活動維持の両立に向けた対応

新たな提案項目

＜税財政･大都市制度関係＞ <前年度からの変更点など>

＜新型コロナウイルス感染症関係＞ <前年度からの変更点など>

資料２
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「白本」提案事項詳細説明 資料３
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1月10日

3月

4月3日

5月11日

5月20日

6月4日

6月12日

6月23日

7月17日

7月下旬～8月上旬

8月下旬

「白本」提案活動フローチャート

　　昭和47年から、翌年度の国家予算に関して指定都市共通の特に重要な事項について市長・議長の連名により、
要請活動を実施しています。
　　従前のこの要望は、各省庁の予算概算要求策定の段階（7月末）に関係各省庁及び政府与党へ要望を行うた
め、市長・議長会議を開催のうえ要望書を決定し、会議終了後に要望活動を行い、12月下旬等の大蔵原案に対する
復活折衝が行われる段階でも、関係各省庁及び政府与党へ要望活動を実施していました。
　しかし、近年、国の予算編成方法が大幅に変更されるのに伴い、予算概算要求策定の段階（7月末）においては、
市長・議長により関係各省庁及び政党へ要請活動を行っています。なお、12月下旬等の財務省原案に対する復活
折衝は、行われていません。
　活動方法については、平成18年度以降、「要望」型から「提案」型に変更しています。

窓口・財政担当課長、東京事務所次長・副所長合同会議

・国の施策及び予算に関する提案項目（15項目）の選定及び要請活動の
進め方（案）について協議

原局局長会議

① 原局としての提案書案を作成
② 各項目を説明する簡潔な参考資料作成

財政担当課長会議

・税財政関係の文案についての協議

窓口・財政担当課長、東京事務所次長・副所長合同会議

① 要請活動の進め方について協議
② 提案項目に新型コロナウイルス感染症関係1項目を追加し、計16項目とすることについての協議

原局局長会議に提案項目案の選定を依頼

・窓口・財政担当局長、指定都市市長会事務局長名で、

市長・議長提案にふさわしい提案項目の選定を依頼

財政担当局長会議

・税財政関係の文案についての協議

窓口・財政担当局長合同会議

・提案書及び要請活動の進め方について決定する（原局局長会議提案事項の変更・修正等についても最終決定を行う）

各市での意思決定
・市長及び議長決裁による意思決定を行う。

市長・議長による要請活動

・各指定都市で分担して要請する。
・要請先 ： 関係省庁の大臣、副大臣、政務官及び事務次官(局長級以下への要請者は各市の判断による) 、各政党の役職者

市長による要望陳述

・政党の政調等の会議において会長等が陳述する。

原局局長会議に提案項目の文案作成を依頼

・窓口・財政担当局長、指定都市市長会事務局長名で、

市長・議長提案にふさわしい提案項目の原稿作成を依頼

税制担当課長会議

・税制関係の文案についての協議

アンケートの実施
・提案項目の選定に関する照会を実施

資料４



令 和 2 年 6 月 3 0 日 

行財政改革･大都市制度調査特別委員会 委員各位 

企画調整部企画課 
大都市制度・広域行政担当課長 

国の施策及び予算に関する提案について(依頼) 

指定都市においては、翌年度の国家予算に関して、特別に重要な事項について｢国の施策
及び予算に関する提案｣(以下｢白本｣という。)を市長、議長の連名により作成し、要請活動
を実施しています。 
例年、各原局局長会議において議論された項目の中から、白本に掲載すべきものを選定
し、提案しています。 
つきましては、白本提案事項の選定に向け、各原局局長会議において議論すべき項目に
ついて、行財政改革･大都市制度調査特別委員会のご意見がありましたら、下記のとおり 
ご連絡くださいますようお願いいたします。 

記 

1 議論すべき項目 
以下の視点からご検討ください。 
国家予算編成に当たり、真に必要な喫緊の課題に係る事項であること。 
昨今の社会情勢などを勘案した内容であること。 
市長･議長の提案としてふさわしい項目であること。 
真に必要な制度の創設･改善に係る課題であり、指定都市として要請すべき提案で
あること。 
指定都市に共通する課題、又は大都市特有の行財政課題に係る事項であること。 
単なる補助制度の拡充強化を求めるものでないこと。 

2 連絡方法 
議論すべき項目が生じた場合は、随時、企画課大都市制度･広域行政担当(電話
457-2086)宛てご連絡ください。様式は問いません。 


